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政
府
は
６
月
１２
日
、
食
料

安
定
供
給
・
農
林
水
産
業
基

盤
強
化
本
部
の
会
合
を
開

き
、
６
月
５
日
に
公
布
・
施

行
さ
れ
た
改
正
「
食
料
・
農

業
・
農
村
基
本
法
」
を
受
け

て
、
今
後
の
政
策
の
進
め
方

に
つ
い
て
議
論
を
行
っ
た
。

本
部
長
で
あ
る
岸
田
文
雄

首
相
は
「
新
た
な
基
本
法
の

下
で
、
農
林
水
産
業
の
所
得

向
上
に
向
け
た
農
林
水
産
・

食
品
分
野
の
政
策
の
再
構
築

を
進
め
る
。
ま
ず
、
基
本
法

に
基
づ
く
食
料
・
農
業
・
農

村
基
本
計
画
を
今
年
度
中
に

策
定
す
る
。
あ
わ
せ
て
、
①

所
得
向
上
に
向
け
た
環
境
を

作
る
た
め
の
合
理
的
な
価
格

の
形
成
に
向
け
た
新
た
な
法

制
度
、
②
食
料
安
全
保
障
の

確
立
に
向
け
た
人
口
減
少
下

で
の
農
業
用
イ
ン
フ
ラ
の
保

全
管
理
に
向
け
た
法
整
備
、

③
林
業
経
営
体
育
成
と
集
積

・
集
約
化
の
促
進
の
た
め
の

新
た
な
法
制
度
―
こ
の
３
本

の
法
整
備
に
つ
い
て
、
来
年

の
通
常
国
会
へ
の
提
出
を
目

指
す
」
と
述
べ
た
。

さ
ら
に
、
基

本
計
画
の
改
定

を
待
た
ず
に
、

喫
緊
の
課
題
で

あ
る
農
林
水
産

業
及
び
食
品
産

業
に
お
け
る
所

得
向
上
に
向
け

て
、
「
合
理
的

な
価
格
の
形

成
」
の
た
め
の

コ
ス
ト
指
標
作

成
の
協
議
を
進

め
る
な
ど
、
官

民
連
携
の
取
り

組
み
を
加
速
す
る
、と
し
た
。

坂
本
農
水
大
臣
は
、
基
本

法
改
正
を
受
け
た
政
策
の
進

め
方
を
整
理
し
、
食
料
・
農

業
・
農
村
基
本
計
画
の
改
定

を
行
う
と
し
た
（
図
）
。

改
正
基
本
法
等
に
関
す
る

説
明
会
が
開
催
さ
れ
る

（
表
）
。
詳
細
は
、
農
水
省

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

改
正
食
料
・
農
業
・
農
村

基
本
法
関
連
３
法
が
６
月
１４

日
に
可
決
、
成
立
し
た
。

▼
食
料
供
給
困
難
事
態
対

策
法
の
制
定

米
・
大
豆
な
ど
の
特
定
食

料
の
供
給
が
大
幅
に
不
足
す

る
恐
れ
が
高
い
と
き
、
政
府

に
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ

る
。政

府
が
生
産
者
に
生
産
計

画
の
作
成
を
要
請
し
、
こ
れ

に
応
じ
な
い
場
合
は
罰
則
が

科
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

▼
農
地
関
連
法
等
の
改
正

農
業
振
興
地
域
の
整
備
に

関
す
る
法
律
の
改
正
で
は
、

食
料
の
安
定
供
給
の
確
保
及

び
そ
の
た
め
に
必
要
な
農
用

地
等
を
確
保
す
る
、
な
ど
。

農
地
法
の
改
正
で
は
、
農

地
転
用
に
係
る
手
続
き
の
厳

格
化
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進

法
の
改
正
で
は
、
地
域
計
画

区
域
内
の
遊
休
農
地
の
、
担

い
手
へ
の
権
利
設
定
に
係
る

手
続
き
を
厳
格
化
・
義
務
化

す
る
、
な
ど
。

▼
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
活

用
促
進
法
の
制
定

生
産
方
式
革
新
事
業
活
動

（
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
を
活

用
し
て
行
う
農
産
物
の
生
産

ま
た
は
経
営
管
理
及
び
、
そ

の
農
作
業
の
効
率
化
等
の
た

め
の
新
た
な
生
産
方
式
の
導

入
）
等
の
取
り
組
み
を
促
進

す
る
、な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

３
法
に
よ
る
施
策
の
進
め

方
は
上
図
参
照
。
詳
細
は
次

号
掲
載
予
定
。

全
日
本
開
拓
者
連
盟
は
７

月
１１
日
、
東
京
の
全
開
連
会

議
室
に
お
い
て
２４
年
度
青
年

部
役
員
会
を
開
催
し
た
。
各

ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
選
出

さ
れ
た
新
青
年
部
役

員
に
委
嘱
状
を
交
付

す
る
と
と
も
に
、
全

国
開
拓
青
年
・
女
性

研
修
会
の
運
営
に
つ

い
て
協
議
を
行
っ

た
。ま

ず
、
２４
年
度
の
青
年
部

役
員
体
制
は
、
部
長
：
甲
斐

健
二
（
中
部
・
関
西
ブ
ロ
ッ

ク
・
島
根
県
、
果
樹
）
、
副

部
長
：
山
口
竜
也
（
東
北
ブ

ロ
ッ
ク
・
青
森
県
、
酪
農
）、

同
：
大
塚
裕
太
（
関
東
ブ
ロ

ッ
ク
・
栃
木
県
、
野
菜
）
、

同
：
重
松
英
利

（
九
州
ブ
ロ
ッ
ク

・
佐
賀
県
、
肉
牛
）

の
各
氏
に
決
定
。

菊
地
委
員
長
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
に
委
嘱

状
が
手
渡
さ
れ

た
。ま

た
、
２４
年
度
の
全
国
開

拓
青
年
・
女
性
研
修
会
の
運

営
に
つ
い
て
の
協
議
で
、
連

盟
、
全
開
連
、
全
国
開
拓
振

興
協
会
の
開
拓
中
央
三
団
体

共
催
に
よ
り
、
１１
月
１９
〜
２１

日
の
３
日
間
、
島
根
県
下
で

実
施
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

１
日
目
は
、
全
国
開
拓
振

興
協
会
の
講
演
会
と
し
、
農

民
運
動
全
国
連
合
会
の
長
谷

川
敏
郎
会
長
と
、
東
京
大
学

大
学
院
の
鈴
木
宣
弘
教
授
の

講
演
が
行
わ
れ
る
。

２
日
目
は
、
地
元
で
優
良

な
酪
農
家
と
肉
牛
肥
育
農
場

の
視
察
な
ど
を
行
う
。

３
日
目
は
朝
食
後
解
散
。

詳
細
は
事
務
局
一
任
と
し

た
。 千

葉
県
千
葉
市
で
栽
培
さ

れ
、
千
葉
酪
農
協
の
直
売
所

で
販
売
さ
れ
て
い
る
ス
イ
カ

は
、
地
域
で
も
人
気
の
、
今

が
旬
の
夏
の
風
物
詩
だ
。

ス
イ
カ
は
雨
に
降
ら
れ
る

と
シ
ミ
が
で
き
る
た
め
、
栽

培
に
当
た
っ
て
は
、
雨
除
け

カ
バ
ー
が
欠
か
せ
な
い
。
取

材
に
訪
れ
た
日
は
あ
い
に
く

強
い
雨
に
降
ら
れ
て
い
た

が
、
ス
イ
カ
た
ち
は
雨
に
も

負
け
ず
風
に
も
負
け
ず
、
出

荷
の
日
を
待
っ
て
い
た
。

ス
イ
カ
畑
に
隣
接
す
る
広

大
な
畑
で
は
、
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
や
ト
マ
ト
も
栽
培
さ
れ
て

お
り
、
こ
ち
ら
も
直
売
所
で

人
気
の
商
品
だ
。

し
の

酷
暑
を
凌
ぐ
の
に
欠
か
せ

な
い
夏
の
風
物
詩
が
、
今
も

す
く
す
く
と
育
っ
て
い
る
。

表 食料・農業・農村基本法改正法及び関連３法説明会日程
会場

TKP札幌ホワイトビルカンファレンスセンター
とかち館
金沢広坂合同庁舎
TKPガーデンシティ京都タワーホテル
ピュアリティまきび
高松サンポート合同庁舎
熊本地方合同庁舎A棟
沖縄県市町村自治会館

◎時間はいずれも１３:３０～１６:３０まで ※他のブロックは開催済み

開催地
札幌市
帯広市
金沢市
京都市
岡山市
高松市
熊本市
那覇市

日時
７月２４日（水）
７月２５日（木）
７月２３日（火）
８月１日（木）
７月３０日（火）
８月７日（水）
８月６日（火）
８月８日（木）

ブロック
北海道
北海道
北陸
近畿
中国
四国
九州
沖縄

旬
の
ス
イ
カ
す
く
す
く
成
長
地
域
で
人
気

「
合
理
的
な
価
格
の
形
成
」

「
合
理
的
な
価
格
の
形
成
」

に
向
け
官
民
連
携
の
取
り
組
み
加
速

に
向
け
官
民
連
携
の
取
り
組
み
加
速

改
正
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
の
進
め
方

基
本
法
関
連
３
法
が
成
立

基
本
法
関
連
３
法
が
成
立

青年部会

全
国
開
拓
青
年
女
性
研
修
会
は
島
根
で

青
年
部
長
に
甲
斐
健
二
氏（
島
根
）

・「食料・農業 知っておきたい話」―１３５― （２面）
・豚肉相場が過去最高値 東京市場 （３面）
・千葉酪農協 おなりみるく工房牛乳キャンペーン（４面）
・牛の体に散水と送風を―ヒートストレスセミナーから

（５面）
・多品目で減少見込み―野菜需給ガイドライン （６面）
・肉用牛、乳用牛ともに頭数大幅減―２４年畜産統計（７面）
・畜産物需給見通し （８面）

青
年
部
長
に
就
任
し
た
甲
斐
さ
ん
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中
央
酪
農
会
議
は
６
月
１８

日
、
２３
年
度
酪
農
全
国
基
礎

調
査
結
果
を
発
表
し
た
。
こ

の
調
査
は
３
年
に
一
度
、
指

定
団
体
の
直
接
会
員
ま
た
は

間
接
会
員
の
酪
農
家
を
対
象

に
行
わ
れ
て
い
る
。

２３
年
度
は
、
１０
月
１
日
現

在
の
対
象
と
な
る
酪
農
家
は

１
万
５
５
５
戸
で
、
回
答
数

は
７
１
７
４
戸
だ
っ
た
。
前

回
調
査
（
２０
年
度
）
の
対
象

酪
農
家
戸
数
１
万
２
５
６
９

戸
と
比
べ
る
と
、
２
０
１
４

戸（
１６
％
）減
少
し
て
い
る
。

３
年
間
で
２
割
弱
の
酪
農
家

が
減
少
し
た
こ
と
と
な
る
。

【
担
い
手
確
保
率
】

本
調
査
に
お
け
る
担
い
手

確
保
率
と
は
、
「
経
営
主
が

５０
歳
未
満
の
経
営
の
割
合
」

に
「
経
営
主
が
５０
歳
以
上
又

は
年
齢
不
詳
で
、
就
農
後
継

者
又
は
就
農
予
定
後
継
者
の

い
る
経
営
の
割
合
」
を
加
え

た
値
と
な
る
。

全
体
で
は
「
経
営
主
が
５０

歳
未
満
」
の
経
営
が
３１
・
４

％
、
「
就
農
中
の
後
継
者
あ

り
」
が
２４
・
２
％
、
「
就
農

予
定
の
後
継
者
あ
り
」
が
３

・
４
％
で
、
担
い
手
確
保
率

は
５９
・
０
％
と
な
り
、
６
割

に
満
た
な
い
結
果
と
な
っ
た

（
表
１
）
。

経
産
牛
飼
養
規
模
別
で
み

る
と
、
全
国
で
は
飼
養
規
模

の
大
き
い
層
ほ
ど
担
い
手
確

保
率
が
高
く
な
る
傾
向
が
み

ら
れ
た
。
し
か
し
、
２
０
０

頭
規
模
以
上
で
の
担
い
手
確

保
率
は
低
下
に
転
じ
て
い

る
。【

検
討
中
の
投
資
計
画
】

現
在
検
討
中
の
投
資
計
画

（
複
数
回
答
）は
、
全
体
で
、

現
在
何
ら
か
の
投
資
を
検
討

し
て
い
る
経
営
の
占
め
る
割

合
は
５８
・
８
％
で
あ
っ
た
。

そ
の
内
「
機
械
を
購
入

（
更
新
を
含
む
）
す
る
」
３１

・
３
％
が
最
も
多
く
、
次
い

で
「
草
地
を
更
新
す
る
」
が

１８
・
４
％
、
「
乳
用
牛
を
購

入
す
る
」が
１６
・
８
％
、「
従

業
員
を
雇
用
す
る
」
が
１５
・

９
％
、
「
牛
舎
を
増
・
改
築

す
る
」
が
１４
・
６
％
等
で
あ

っ
た
。

【
粗
飼
料
自
給
率
】

全
体
で
は
、
「
１
０
０
％

（
全
て
自
給
）
」
が
２８
・
１

％
、
「
０
％
（
全
て
購
入
）
」

が
２０
・
２
％
、
「
約
１
／
２

自
給
」
が
１２
・
０
％
な
ど
と

な
っ
た
（
表
２
）
。

地
域
別
で
は
、
北
海
道
と

都
府
県
で
の
差
異
が
著
し

く
、
「
１
０
０
％
」
が
北
海

道
６７
・
２
％
に
対
し
、
都
府

県
１１
・
０
％
と
、
大
き
く
開

い
た
。

本
調
査
の
目
的
は
、
酪
農

生
産
基
盤
の
変
化
と
、
そ
れ

を
め
ぐ
る
諸
問
題
を
明
ら
か

に
し
、
そ
の
対
応
策
の
検
討

に
資
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い

る
。
担
い
手
確
保
率
や
粗
飼

料
自
給
率
の
低
さ
を
改
め
て

認
識
し
、
早
急
に
対
応
策
を

講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

▽
み
ど
り
戦
略
で
掲
げ
ら

れ
た
「
有
機
農
業
」
と
い
う

言
葉
が
な
い

基
本
法
改
定
に
先
ん
じ

て
、
有
機
農
業
の
大
幅
な
シ

ェ
ア
拡
大
（
０
・
６
％
↓
２５

％
、面
積
で
１
０
０
万
ha
へ
）

を
進
め
る
と
い
う
画
期
的
な

大
方
針
が
「
み
ど
り
戦
略
」

で
今
後
の
日
本
農
業
の
方
向

性
と
し
て
出
さ
れ
た
。
し
か

し
、
基
本
法
改
定
に
お
い
て

は
、
環
境
負
荷
軽
減
に
つ
い

て
は
、
何
ヵ
所
か
で
言
及
さ

れ
て
い
る
が
、
有
機
農
業
と

い
う
文
言
が
ど
こ
に
も
な
い

の
は
、
み
ど
り
戦
略
と
の
整

合
性
が
大
き
く
問
わ
れ
る
の

で
は
な
い
か
。

▽
相
変
わ
ら
ず
の
規
模
拡

大
、
輸
出
、
ス
マ
ー
ト
農
業

〜
農
家
が
潰
れ
る
こ
と
を
前

ご

び
ゅ
う

提
に
し
た
議
論
の
誤
謬

農
家
の
平
均
年
齢
が
６８
・

４
歳
と
い
う
数
字
は
、
あ
と

１０
年
足
し
た
ら
、
日
本
の
農

業
・
農
村
が
崩
壊
し
か
ね
な

い
、
と
い
う
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
さ
ら
に
今
、
コ
ス
ト

高
を
販
売
価
格
に
転
嫁
で
き

ず
、
赤
字
に
苦
し
み
、
酪
農

・
畜
産
を
中
心
に
廃
業
が
後

を
絶
た
ず
、
崩
壊
の
ス
ピ
ー

ド
は
加
速
し
て
い
る
。

世
界
情
勢
の
悪
化
で
、
海

外
か
ら
の
輸
入
が
滞
る
リ
ス

ク
が
増
大
し
て
い
る
中
、
不

測
の
事
態
に
国
民
の
命
は
守

れ
る
の
か
。
我
々
に
残
さ
れ

た
時
間
は
少
な
い
中
で
、
結

局
、
そ
れ
に
正
面
か
ら
応
え

る
政
策
に
な
っ
て
い
る
か
が

問
わ
れ
る
。

「
市
場
原
理
主
義
」
（
貿

易
停
止
時
に
命
を
守
る
安
全

保
障
コ
ス
ト
が
勘
案
さ
れ
て

い
な
い
）
で
は
、
い
ざ
と
い

う
と
き
の
国
民
の
命
は
守
れ

な
い
こ
と
も
明
白
に
な
っ
た

の
で
は
な
い
か
。
コ
ロ
ナ
禍

で
も
反
省
し
な
か
っ
た
か
。

こ
の
ま
ま
で
は
、
逆
の
流
れ

が
加
速
し
か
ね
な
い
。

ゲ
イ
ツ
氏
な
ど
の
Ｉ
Ｔ
大

手
企
業
ら
が
描
く
よ
う
な
、

無
人
の
巨
大
な
デ
ジ
タ
ル
農

業
が
ポ
ツ
リ
と
残
っ
た
と
し

て
も
、
日
本
の
多
く
の
農
山

漁
村
が
原
野
に
戻
り
、
地
域

社
会
と
文
化
も
消
え
、
食
料

自
給
率
は
さ
ら
に
低
下
し
、

不
測
の
事
態
に
は
超
過
密
化

し
た
拠
点
都
市
で
疫
病
が
蔓

延
し
、
餓
死
者
が
続
出
す
る

い
び
つ

よ
う
な
歪
な
国
に
突
き
進
む

の
か
。

そ
し
て
、
コ
ス
ト
高
に
苦

し
む
農
家
の
所
得
を
支
え
る

仕
組
み
は
、
現
状
で
十
分
か

の
よ
う
に
説
明
さ
れ
（
農
村

の
疲
弊
が
増
幅
し
て
い
る
の

だ
か
ら
十
分
な
わ
け
は
な

い
）
、
抜
本
的
対
策
は
全
く

提
案
さ
れ
な
い
ま
ま
、
相
変

わ
ら
ず
の
、
「
規
模
拡
大
に

よ
る
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
、
輸
出

拡
大
、
ス
マ
ー
ト
農
業
」
が

連
呼
さ
れ
、さ
ら
に
加
え
て
、

海
外
農
業
生
産
投
資
、
企
業

の
農
業
参
入
条
件
の
緩
和
が

進
め
ら
れ
る
現
状
に
違
和
感

を
覚
え
る
。
そ
れ
が
現
状
の

危
機
へ
の
対
策
な
の
か
。
企

業
利
益
に
つ
な
が
っ
て
も
、

ど
れ
だ
け
農
家
の
利
益
に
つ

な
が
る
の
か
。

先
述
の
と
お
り
、
農
業
就

業
人
口
が
こ
れ
か
ら
減
る
、

つ
ま
り
、
農
家
が
潰
れ
て
い

く
か
ら
、
一
部
の
企
業
な
ど

に
任
せ
て
い
く
し
か
な
い
よ

う
な
議
論
は
、
そ
も
そ
も
の

前
提
が
根
本
的
に
間
違
っ
て

い
る
。
み
な
が
潰
れ
な
い
よ

う
に
支
え
る
政
策
を
強
化
す

る
こ
と
が
不
可
欠
で
、
そ
う

す
れ
ば
事
態
は
変
え
ら
れ
る

の
に
、
そ
れ
を
放
棄
し
た
暴

論
で
あ
る
。

ぜ
い
じ
ゃ
く

輸
出
の
前
に
、
脆
弱
化
す

る
国
内
供
給
を
ど
う
す
る
か

が
先
だ
と
い
う
こ
と
が
当
然

で
あ
る
し
、
仮
に
輸
出
が
伸

ば
せ
て
も
、
農
家
の
手
取
り

が
増
え
て
、
所
得
が
増
え
る

わ
け
で
は
な
い
。
多
く
は
輸

出
に
関
わ
る
企
業
の
利
益
で

あ
る
。
ま
た
、
ス
マ
ー
ト
農

業
を
現
場
で
農
家
が
有
効
に

活
用
で
き
る
範
囲
は
多
く
は

な
い
と
い
う
の
が
、
現
場
の

農
家
の
実
感
と
聞
く
。
こ
れ

も
、
関
連
企
業
へ
の
税
制
や

金
利
の
優
遇
で
、
企
業
支
援

の
要
素
が
強
い
。

さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
半
分

未
満
で
な
い
と
認
め
な
か
っ

た
農
業
法
人
に
お
け
る
農
外

資
本
の
比
率
を
２
／
３
未
満

に
引
き
上
げ
て
、
農
外
資
本

の
農
業
参
入
を
緩
和
す
る
。

本
当
に
農
村
現
場
を
見
て
い

る
と
は
思
え
な
い
。
誰
の
利

益
を
考
え
て
い
る
の
か
？

輸
入
途
絶
リ
ス
ク
が
一
段

と
高
ま
り
、
「
国
民
が
必
要

と
し
、
消
費
す
る
食
料
は
で

き
る
だ
け
国
内
で
生
産
す
る

こ
と
」
（
国
消
国
産
）
が
今

こ
そ
重
要
に
な
っ
て
い
る
。

規
模
拡
大
に
よ
る
コ
ス
ト
ダ

ウ
ン
、
輸
出
拡
大
、
ス
マ
ー

ト
農
業
、
海
外
農
業
生
産
へ

の
投
資
を
否
定
は
し
な
い

が
、
ま
ず
は
、
コ
ス
ト
高
で

疲
弊
が
強
ま
る
農
村
現
場
を

支
え
、
早
急
に
食
料
自
給
率

を
高
め
る
政
策
の
提
示
が
必

要
で
は
な
い
か
。

▽
国
内
農
業
支
援
の
明
確

な
位
置
づ
け
と
具
体
化
の
関

連
法
（
な
い
し
議
員
立
法
）

の
必
要
性

基
本
法
の
関
連
法
で
、
輸

出
、
ス
マ
ー
ト
農
業
、
海
外

農
業
投
資
、
農
外
資
本
比
率

を
増
や
す
こ
と
を
具
体
化
し

よ
う
と
す
る
な
ら
、
関
連
法

の
一
番
に
追
加
さ
れ
る
べ
き

は
、
現
在
、
農
村
現
場
で
苦

闘
し
て
い
る
農
業
の
担
い
手

を
支
え
て
、
自
給
率
向
上
を

実
現
す
る
た
め
の
直
接
支
払

い
な
ど
の
拡
充
を
図
る
法
案

で
は
な
い
か
。

そ
の
柱
は
、
①
農
地
が
維

持
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
安
全

保
障
や
多
面
的
機
能
の
発
揮

へ
の
基
礎
支
払
い
、
②
経
営

が
継
続
で
き
る
所
得
が
維
持

で
き
る
た
め
の
直
接
支
払

い
、
③
政
府
買
い
入
れ
に
よ

る
備
蓄
と
国
内
外
援
助
で
、

需
給
の
最
終
調
整
弁
を
国
が

持
つ
こ
と
、な
ど
で
あ
ろ
う
。

部
分
的
な
が
ら
試
算
し
て

み
る
と
、
例
え
ば
、
図
表
の

よ
う
に
な
る
。

財
源
が
な
い
か
ら
で
き
な

い
と
い
う
の
は
お
か
し
い
。

必
要
な
ら
財
源
は
確
保
す
る

の
が
筋
で
あ
る
。
農
業
の
疲

弊
は
農
家
の
問
題
を
は
る
か

に
超
え
て
、
消
費
者
、
国
民

全
体
の
命
の
問
題
だ
と
認
識

す
る
必
要
が
あ
る
。

不
測
の
事
態
に
国
民
の
命

を
守
る
こ
と
を
「
国
防
」
と

定
義
す
る
な
ら
、
食
料
を
守

る
こ
と
、
そ
の
源
の
種
を
守

る
こ
と
こ
そ
が
国
民
を
守
る

た
め
の
一
番
の
国
防
と
い
え

よ
う
。
国
民
の
命
を
守
る
安

全
保
障
の
た
め
に
必
要
な
施

策
は
優
先
的
に
財
源
を
確
保

す
る
の
が
当
然
で
あ
る
。

防
衛
費
に
毎
年
１０
兆
円
規

模
の
予
算
が
確
保
さ
れ
て
い

る
の
に
対
し
て
、
農
水
予
算

が
２
兆
円
程
度
で
頭
打
ち
に

さ
れ
て
い
る
の
は
大
き
く
バ

ラ
ン
ス
を
欠
い
て
い
る
。

今
こ
そ
、
農
水
省
予
算
の

枠
を
超
え
て
、
安
全
保
障
予

算
と
い
う
大
枠
で
捉
え
、
国

民
の
食
料
と
農
業
・
農
村
を

守
る
た
め
に
抜
本
的
な
政
策

と
予
算
が
不
可
欠
で
あ
る
。

農
業
・
農
村
の
お
か
げ
で
国

民
の
命
が
守
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
今
こ
そ
認
識
し
な
い
と

手
遅
れ
に
な
る
。
今
が
正
念

場
だ
。
今
後
の
議
論
に
期
待

し
た
い
。

（単位：戸、％）

担い手
確保率

（１＋２＋３）

５９．０
７０．７
５３．９
５１．９
５２．３
４６．０
５０．７
４６．０
６０．３
５１．３
６４．０
５４．５

６

無回答・
非該当

１．７
１．８
１．７
１．８
１．３
２．０
１．８
２．７
２．１
１．５
１．９
０．０

表１ 担い手の確保率
５

分からな
い・未定
（経営主
が５０歳未
満除く）

１０．７
９．４
１１．２
１１．２
１０．６
８．５
１４．３
１４．２
１１．３
１１．８
１０．５
１１．４

４

後継者は
いない
（経営主
が５０歳未
満除く）

２８．６
１８．１
３３．２
３５．２
３５．８
４３．５
３３．３
３７．２
２６．４
３５．４
２３．６
３４．１

３
就農予定
の後継者
あり
（経営主
が５０歳未
満除く）

３．４
３．９
３．２
４．８
２．９
４．０
１．１
４．６
２．７
２．６
３．０
０．０

２
就農中の
後継者あ
り
（経営主
が５０歳未
満除く）
２４．２
２０．２
２５．９
２５．０
２７．３
１７．０
２８．０
２４．１
２４．３
２５．１
２７．１
１５．９

１

経営主が
５０歳未満

３１．４
４６．６
２４．７
２２．１
２２．０
２５．０
２１．６
１７．２
３３．２
２３．６
３３．９
３８．６

酪農家数

７，１７４
２，１８９
４，９８５
１，００４
１，７０５
２００
４５４
２６１
２９２
１９５
８３０
４４

全 体
北海道
都府県計
東 北
関 東
北 陸
東 海
近 畿
中 国
四 国
九 州
沖 縄

（単位：戸、％）
無回答・
非該当

５．０

６．１

４．５

４．６

４．０

１．５

２．６

３．４

８．２

５．６

５．９

０．０

１００％
（全て自給）

２８．１

６７．２

１１．０

２５．１

６．４

７．５

８．４

１．１

４．８

５．６

１２．７

２．３

表２ 粗飼料自給率
約３/４
自給

１７．５

１５．０

１８．５

２６．０

１５．０

１３．０

１２．６

８．４

１６．８

７．２

２８．９

０．０

約１/２
自給

１２．０

３．１

１５．９

１７．０

１６．１

１８．５

９．３

６．９

１５．４

１５．４

２０．６

９．１

約１/４
自給

１７．３

１．８

２４．１

１６．２

３０．１

２０．５

２１．４

３１．８

２４．７

３２．３

１８．９

２０．５

０％
（全て購入）

２０．２

６．７

２６．１

１１．１

２８．４

３９．０

４５．８

４８．３

３０．１

３３．８

１３．０

６８．２

７，１７４

２，１８９

４，９８５

１，００４

１，７０５

２００

４５４

２６１

２９２

１９５

８３０

４４

全 体

北海道

都府県計

東 北

関 東

北 陸

東 海

近 畿

中 国

四 国

九 州

沖 縄

〈経営安定交付金のイメージ〉

標準的な生産費

交付金標準的な販売価格

農家への直接払いなどの拡充を図る試算の例

１兆３０００億円

３５００億円

７５０億円

１兆円

約２兆７０００億円

コメ６０㎏１万２千円
５００万 t で

１０a３万円
４３２万 ha で

コメ６０㎏ ３千円
（１０ａ ３万円）で

牛乳１㎏ １０円
（１頭１０万円）で

①農地維持交
付金

②農業者経営
安定交付金

③主要穀物及
び乳製品の
備蓄・援助
買い入れ

総 計

酪
農
戸
数
３
年
で
１６
％
減

中
酪
２３
年
度
酪
農
全
国
基
礎
調
査

改定「基本法」は食料・農業・農村を救うか ４

東京大学大学院教授 鈴木宣弘氏

食料・農業 知っておきたい話 第１３５回
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６
月
の
東
京
食
肉
市
場

で
、
国
産
豚
肉
相
場
が
過
去

最
高
水
準
で
推
移
し
て
い

る
。
６
月
の
上
物
平
均
価
格

が
７
５
３
円
と
、
統
計
が
あ

る
２
０
０
１
年
７
月
以
降
の

最
高
値
と
な
っ
た
（
図
）
。

６
月
の
最
高
値
は
２６
日

で
、上
物
８
７
７
円
と
な
り
、

こ
の
週
の
上
物
は
全
て
８
０

０
円
超
え
と
な
っ
た
。

全
国
の
出
荷
頭
数
は
、
農

水
省
の
生
産
出
荷
予
測
で
、

６
月
が
１
２
１
万
４
０
０
０

頭
と
、
前
年
同
月
比
で
８
・

５
％
減
と
な
り
、
前
月
よ
り

１５
万
３
０
０
０
頭
減
少
す
る

見
込
み
。

５
月
に
栃
木
県
・
岩
手
県

で
豚
熱
が
発
生
し
た
り
、
暑

い
日
が
続
い
た
り
と
、
出
荷

頭
数
減
の
要
因
は
続
い
て
い

る
。輸

入
量
は
冷
蔵
・
冷
凍
合

わ
せ
て
８４
万
ｔ
の
見
込
み

で
、
前
年
同
月
比
で
は
４
・

２
％
減
と
な
っ
て
お
り
、
前

月
よ
り
７
０
０
０
ｔ
ほ
ど
減

少
す
る
見
込
み
。

米
国
産
は
、
現
地
相
場
高

が
続
い
て
お
り
、
代
替
え
と

し
て
カ
ナ
ダ
産
や
メ
キ
シ
コ

産
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
。

７
月
は
や
や
前
年
よ
り
増
加

す
る
と
み
ら
れ
る
。

７
月
に
入
っ
て
も
、
序
盤

は
８
０
０
円
超
え
が
続
い
て

い
る
（
表
）
。
９
日
は
９
０

０
円
を
超
え
て
い
る
。

輸
入
物
が
値
上
が
り
し
て

量
も
減
っ
て
き
た
こ
と
も
あ

り
、
国
産
の
相
場
が
上
昇
し

て
き
た
。
こ
れ
に
出
荷
頭
数

減
も
相
ま
っ
て
高
値
が
続
い

て
い
る
。

異
例
の
高
値
に
、
消
費
者

も
困
惑
し
て
き
た
。
こ
の
ま

ま
高
値
が
続
く
こ
と
は
良
い

が
、
消
費
者
に
目
を
そ
む
け

ら
れ
な
い
程
度
で
の
動
き
が

望
ま
れ
る
。

例
年
７
月
頃
が
相
場
の
ピ

ー
ク
と
な
る
こ
と
が
多
く
、

高
値
相
場
は
も
う
少
し
続
き

そ
う
だ
。

農
水
省
は
６
月
２６
日
、
２４

年
度
の
国
家
貿
易
に
よ
る
乳

製
品
の
輸
入
に
つ
い
て
、
バ

タ
ー
の
輸
入
枠
数
量
を
当
初

よ
り
４
０
０
０
ｔ
増
や
す
と

発
表
し
た
。

こ
の
４
０
０
０
ｔ
と
い
う

数
量
は
、
２３
年
度
に
生
乳
生

産
の
実
績
が
計
画
を
下
回
っ

た
分
に
相
当
す
る
。

生
乳
換
算
で
約
５
万
ｔ
の

増
加
で
、
乳
製
品
全
体
で
、

カ
レ
ン
ト
ア
ク
セ
ス
と
し
て

当
初
の
１３
万
７
０
０
０
ｔ
か

ら
１８
万
７
０
０
０
ｔ
へ
、
約

３６
％
の
増
加
と
な
る
。
輸
入

枠
全
体
の
変
更
は
２０
年
度
以

来
、
４
年
振
り
と
な
る
。

直
近
の
需
給
状
況
と
し

て
、
業
務
用
を
中
心
に
堅
調

な
バ
タ
ー
の
需
要
が
あ
る
一

方
、
脱
脂
粉
乳
と
バ
タ
ー
の

需
要
量
に
差
が
あ
る
状
況
が

継
続
し
て
お
り
、
脱
脂
粉
乳

の
在
庫
増
加
が
バ
タ
ー
製
造

の
重
し
と
な
っ
て
い
る
。
そ

う
し
た
中
、
昨
年
夏
に
は
猛

暑
等
が
重
な
り
、
２３
年
度
末

の
バ
タ
ー
の
在
庫
が
前
年
よ

り
減
少
し
て
い
る
。

２４
年
度
末
の
バ
タ
ー
在
庫

量
は
、
２３
年
度
並
み
と
な
っ

て
い
る
が
、
こ
の
見
通
し
に

は
昨
年
夏
並
み
の
猛
暑
と
な

る
可
能
性
が
織
り
込
ま
れ
て

い
な
い
。
ま
た
、
脱
脂
粉
乳

の
在
庫
は
増
加
す
る
見
通
し

と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
本
年
も
猛
暑

と
な
っ
た
場
合
で
も
バ
タ
ー

の
安
定
供
給
を
維
持
で
き
る

よ
う
、
輸
入
枠
数
量
を
追
加

で
設
定
し
た
。

坂
本
農
水
大
臣
は
６
月
２８

日
の
会
見
で
、
「
昨
年
夏
の

猛
暑
に
よ
る
生
乳
へ
の
影
響

か
ら
バ
タ
ー
の
在
庫
は
低
い

水
準
で
推
移
し
て
お
り
、
本

年
も
猛
暑
と
な
っ
た
場
合
で

も
バ
タ
ー
の
安
定
供
給
に
支

障
を
き
た
さ
な
い
よ
う
に
、

輸
入
枠
を
追
加
す
る
判
断
を

し
た
。
今
後
、
需
給
動
向
を

注
視
し
つ
つ
、
入
札
の
時
期

や
数
量
を
柔
軟
に
調
整
す

る
。生
産
現
場
の
皆
様
に
は
、

水
を
差
す
よ
う
な
こ
と
で
は

な
く
、
し
っ
か
り
と
調
整
し

な
が
ら
や
っ
て
ま
い
り
た

い
」
と
述
べ
た
。

農
水
省
は
６
月
１２
日
、
２３

年
度
に
お
け
る
担
い
手
（
認

定
農
業
者
・
認
定
新
規
就
農

者
・
集
落
営
農
・
基
本
構
想

水
準
到
達
者
）
へ
の
農
地
集

積
の
状
況
を
公
表
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
担
い
手

へ
の
２３
年
度
の
農
地
集
積
率

は
前
年
度
よ
り
０
・
９
㌽
高

い
６０
・
４
％
と
な
っ
た
。
ま

た
、
担
い
手
へ
の
農
地
集
積

面
積
も
２
万
ha
増
加
し
た
。

都
道
府
県
別
の
農
地
集
積

率
を
み
る
と
、
か
な
り
バ
ラ

ツ
キ
が
み
ら
れ
る
（
表
）
。

同
省
は
、
平
地
で
は
集
積
率

が
８
割
近
く
に
達
し
、
一
定

の
集
積
が
進
ん
だ
が
、
中
山

間
地
域
で
の
集
積
が
課
題
だ

と
し
て
い
る
。

政
府
は
１３
年
に
、
今
後
１０

年
で
担
い
手
に
農
地
の
８０
％

を
集
積
す
る
目
標
を
掲
げ

た
。
当
時
の
集
積
率
は
４８
・

７
％
だ
っ
た
が
、
年
々
増
加

し
、
１０
年
で
１１
・
７
㌽
上
昇

し
た
が
、
目
標
に
は
１９
・
６

㌽
届
か
な
か
っ
た
。

同
省
は
、
今
後
策
定
す
る

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計

画
で
、
農
地
集
積
の
新
た
な

目
標
を
設
定
す
る
方
針
。

岐
阜
県
高
鷲
町
に
あ
る
上

野
開
拓
は
、
郡
上
市
の
北
に

位
置
し
、
白
山
国
立
公
園
の

南
側
の
標
高
９
０
０
ｍ
ほ
ど

の
雪
深
い
地
区
だ
。
周
り
に

は
い
く
つ
も
の
ス
キ
ー
場
が

あ
る
。

上
野
開
拓
は
１
９
４
５
年

か
ら
、
開
拓
適
地
と
し
て
入

植
が
始
ま
り
、
山
林
原
野
約

４
５
０
ha
が
開
墾
さ
れ
た
。

５５
年
に
機
械
開
墾
が
始
ま

る
が
、
そ
れ
ま
で
は
手
開
墾

に
頼
る
ほ
か
な
く
、
頑
強
に

張
り
め
ぐ
っ
た
笹
や
樹
木
の

根
を
打
ち
切
り
、
土
を
ふ
る

い
、
石
を
除
く
作
業
が
来
る

日
も
来
る
日
も
体
力
の
続
く

限
り
続
い
た
。

開
墾
を
続
け
る

た
め
に
は
、
何
よ

り
も
生
活
の
糧
を

得
る
こ
と
が
先
決

だ
っ
た
の
で
、
疲

労
に
加
え
生
活
苦

は
、
当
時
の
開
拓

者
に
あ
た
え
ら
れ

た
苦
し
く
、
つ
ら

い
試
練
で
あ
っ

た
。５６

年
に
、
同
じ

だ
い
に
ち

く
開
拓
地
の
大
日

き
っ
た
て

地
区
、
切
立
地
区
の
３
地
区

が
合
併
し
、
大
日
山
麓
開
拓

農
業
協
同
組
合
を
設
立
し
た

（
こ
の
地
域
は
、
西
部
に
あ

る
大
日
ヶ
岳
の
火
山
活
動
で

で
き
た
扇
状
地
）
。
こ
の
地

域
に
は
、
観
光
地
で
も
あ
る

「
ひ
る
が
の
高
原
」が
あ
る
。

強
酸
性
土
壌
を
改
良
し
な

が
ら
、
ダ
イ
コ
ン
を
中
心
と

し
た
高
冷
地
野
菜
に
力
を
注

い
で
き
た
。

５４
年
頃
か
ら
開
拓
の
指
導

者
が
北
海
道
酪
農
を
手
本

に
、
こ
の
地
を
「
乳
と
蜜
の

あ
ふ
れ
る
里
」
に
し
よ
う
と

目
標
を
掲
げ
、
酪
農
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
た
。

５７
年
か
ら
少
し
ず
つ
牛
乳

が
出
荷
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
が
、
豪
雪
の
時
は
ソ
リ
で

運
ん
だ
こ
と
も
あ
っ
た
。
当

時
と
し
て
は
斬
新
な
パ
イ
プ

ラ
イ
ン
を
約
７
㎞
に
渡
っ
て

敷
設
す
る
な
ど
、
大
変
な
苦

労
と
努
力
を
重
ね
て
き
た
。

そ
れ
で
も
、
着
実
に
成
果

を
上
げ
、
８８
年
に
は
、
高
鷲

村
酪
農
生
産
組
合
と
し
て
、

農
林
水
産
大
臣
賞
（
中
日
農

業
賞
）
を
受
賞
し
た
。

８４
年
に
、「
上
野
を
拓
く
」

と
刻
ま
れ
た
記
念
碑
が
、
白

山
神
社
前
に
建
て
ら
れ
た
。

記
念
碑
に
は
「
入
植
者
の

不
退
転
の
努
力
に
よ
り
、
厳

し
い
自
然
条
件
を
も
克
服

し
、
人
類
の
生
活
を
拒
み
続

け
た
こ
の
地
域
が
、
今
で
は

理
想
と
安
ら
ぎ
の
新
天
地
と

し
て
生
ま
れ
変
わ
る
ま
で
に

至
っ
た
」と
記
さ
れ
て
い
る
。

高
鷲
町
に
は
三
白
産
業

（
雪
・
牛
乳
・
ダ
イ
コ
ン
）

が
あ
り
、
上
野
地
区
に
も
兼

ね
備
え
ら
れ
て
い
る
。

ゆ
う
き
青
森
農
協
は
７
月

３
日
開
催
の
理
事
会
で
、
新

代
表
理
事
組
合
長
に
天
間
一

博
氏
を
選
任
し
た
。

８
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る

開
拓
組
織
の
主
な
行
事
は
次

の
と
お
り
。

８
月

２０
日

全
開
連
九
州
参
事
会

議
（
熊
本
）

２６
日

北
海
道
チ
ク
レ
ン
農

協
連
通
常
総
会

２６
日

㈱
北
海
道
チ
ク
レ
ン

ミ
ー
ト
株
主
総
会

全
開
連
人
事

（
６
月
３０
日
付
）

退
職

増
田
一
彦
（
西
日

本
支
所
福
岡
事
業
所
）

（
７
月
１
日
付
）

▽
西
日
本
支
所
次
長
（
東

日
本
支
所
次
長
・
青
森
事
業

所
長
・
十
和
田
販
売
事
業
所

長
・
八
戸
販
売
事
業
所
長
・

ジ
ャ
パ
ン
ビ
ー
フ
農
協
出

向
）
酒
井
浩
太
▽
東
日
本
支

所
青
森
事
業
所
長
・
十
和
田

販
売
事
業
所
長
・
八
戸
販
売

事
業
所
長
・
ジ
ャ
パ
ン
ビ
ー

フ
農
協
出
向
（
東
日
本
支
所

青
森
事
業
所
支
所
長
代
理
）

田
中
雅
也

２０２４年７月 東京市場豚枝肉価格
（単位 : 円）

１０日

９１８

９０４

８４９

９日

９０３

８９５

７７６

８日

８８６

８６２

７７２

５日

８７７

８６２

８２４

４日

８７７

８５６

８０６

３日

８７６

８６２

７７９

２日

８７０

８５０

７２３

１日

８０４

７９５

７５７

上

中

並
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東京市場

乳と蜜のあふれる里めざして
ぐ じ ょ う た か す う わ の

岐阜県郡上市高鷲町・上野開拓

上
物
９
０
０
円
超
の
日
も

新
組
合
長
に
天
間
氏

担
い
手
へ
の
農
地
集
積
率
６０
％
超

ゆ
う
き
青
森
農
協

バター輸入枠４０００t 追加バター輸入枠４０００t 追加
生産者の意欲に水を差さないよう調整生産者の意欲に水を差さないよう調整

目
標
の
８０
％
に
は
届
か
ず

（％）
２３年
６７．８
２６．６
１３．３
２６．６
２１．４
３２．１
３５．３
３７．８
２７．５
２７．０
３３．６
２９．０
３３．１
３７．４
３５．７
５６．７
７０．９
４５．８
５４．３
４５．８
５７．６
４７．１
２６．０
６０．４

都道府県別の農地集積率の動き
１８年
５９．７
２１．８
１０．９
２３．４
１６．６
２６．７
３０．４
３３．３
２５．０
２３．９
２８．８
２６．５
２８．５
３０．８
３２．４
５３．４
７１．３
４１．７
４８．２
４１．３
４８．７
４２．４
１９．９
５６．２

１４年
４７．２
１６．７
８．８
１９．５
１３．０
２３．６
２１．８
２７．６
１９．８
１９．２
２４．６
２２．３
２９．１
２５．８
２１．０
４４．６
６９．１
３７．４
４４．５
３３．８
４５．８
３９．４
３０．１
５０．３

年度

滋賀
京都
大阪
兵庫
奈良
和歌山
鳥取
島根
岡山
広島
山口
徳島
香川
愛媛
高知
福岡
佐賀
長崎
熊本
大分
宮崎
鹿児島
沖縄
全国

２３年
９１．８
５８．５
５５．３
６３．９
７１．２
７１．１
４１．７
４１．３
５４．５
４３．８
３３．８
３０．５
２６．１
２２．２
２８．８
４０．７
４５．４
６７．２
６９．１
６４．２
７０．０
４１．２
４２．６
４６．０

１８年
９１．０
５５．１
５３．０
５８．９
６８．７
６６．０
３４．６
３４．２
５２．３
３７．２
２９．３
２３．９
２３．８
１９．５
２３．２
３７．３
３７．４
６２．８
６３．３
５９．９
６５．７
３６．２
３６．９
３７．９

１４年
８７．６
４８．０
４７．９
４８．８
６０．６
５３．６
２６．９
２４．５
４３．３
３０．２
２４．２
１９．９
２１．２
１９．５
１７．１
３２．０
３９．４
５４．０
５３．５
４５．７
５３．８
３０．７
３１．７
３０．１

年度

北海道
青森
岩手
宮城
秋田
山形
福島
茨城
栃木
群馬
埼玉
千葉
東京
神奈川
山梨
長野
静岡
新潟
富山
石川
福井
岐阜
愛知
三重
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千
葉
県
千
葉
市
の
千
葉
酪

農
農
業
協
同
組
合
の
前
に

お

な

り

は
、
「
御
成
街
道
」
と
い
う

１
本
の
道
路
が
通
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
徳
川
家
康
が
東

た
か

金
へ
鷹
狩
り
に
行
く
た
め
に

造
ら
れ
た
道
だ
そ
う
だ
。

御
成
街
道
か
ら
そ
の
名
を

と
っ
た
千
葉
酪
農
協
の
直
売

所
「
お
な
り
み
る
く
工
房
」

は
、
６
月
１
〜
３０
日
に
「
牛

乳
月
間
・
牛
乳
の
日
販
売
促

進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
行
っ

た
。
買
い
物
客
に
２
０
０
ml

の
牛
乳
を
１
組
１
個
配
布
。

期
間
中
総
量
で
６
０
０
Ｌ
を

提
供
し
牛
乳
を
ア

ピ
ー
ル
し
た
。

お
な
り
み
る
く

工
房
で
販
売
し
て

い
る
の
は
、
千
葉

酪
農
協
の
自
社
工

場
で
製
造
し
た
、

千
葉
酪
農
３
・
６

牛
乳
、
３
連
タ
イ

プ
や
大
型
パ
ッ
ク

の
ヨ
ー
グ
ル
ト
、

低
脂
肪
乳
、
コ
ー

ヒ
ー
、
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
な
ど
。
千

葉
酪
農
協
の
製
造
に
対
す
る

こ
だ
わ
り
は
、
千
葉
県
産
の

生
乳
を
１
０
０
％
使
用
す
る

こ
と
、
搾
っ
て
集
乳
後
、
約

４８
時
間
以
内
に
製
品
化
す
る

こ
と
。
新
鮮
さ
な
ら
で
は
の

美
味
し
さ
が
強
み
だ
。
現
在

の
一
押
し
商
品
は
、
地
元
の

小
学
生
が
酪
農
家
に
向
け
て

描
い
た
イ
ラ
ス
ト
が
プ
リ
ン

ト
さ
れ
た
５
０
０
ml
の
牛
乳

だ
。
ま
た
、
「
お
な
り
ア
イ

ス
」
は
千
葉
市
の
優
良
土
産

品
に
推
奨
さ
れ
て
お
り
、
女

性
を
中
心
に
沢
山
の
人
が
買

い
に
訪
れ
る
人
気
商
品
と
な

っ
て
い
る
。

地
元
産
の
野
菜
も
販
売
し

て
お
り
、
夏
場
は
ス
イ
カ
、

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
ト
マ
ト
が

人
気
。
常
連
客
と
職
員
の
笑

顔
が
絶
え
な
い
直
売
所
は
、

活
気
あ
ふ
れ
る
温
か
い
空
間

と
な
っ
て
い
る
。

神
奈
川
県
相
模
原
市
の

あ
さ
み
ぞ
だ
い

「
麻
溝
台
地
区
」
は
戦
後
開

拓
地
で
あ
る
。
同
地
区
は
、

古
く
か
ら
近
隣
の
村
に
住
む

人
々
が
畑
地
な
ど
と
し
て
長

年
受
け
継
い
で
い
た
。
し
か

し
、「
軍
都
計
画
」に
よ
り
、

３６
年
に
用
地
を
買
収
さ
れ
、

陸
軍
練
兵
場
な
ど
の
軍
関
係

施
設
と
し
て
利
用
さ
れ
た
。

敗
戦
後
、
そ
の
跡
地
に
満

州
な
ど
か
ら
引
き
揚
げ
て
き

た
人
々
が
入
植
し
、
麻
溝
台

開
拓
農
協
を
は
じ
め
と
す
る

６
組
合
を
設
立
。同
地
区
は
、

開
拓
農
家
戸
数
１
４
５
戸
７

３
５
名
、
耕
地
面
積
約
１
１

３
ha
に
上
る
県
下
最
大
の
開

拓
地
と
な
っ
た
。

６
月
１６
日
、
相
模
原
郷
土

懇
話
会
主
催
の
「
郷
土
の
歴

史
探
訪

汗
と
涙
の
開
拓
の

地

麻
溝
台
」
と
題
し
た
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
筆
者

も
参
加
し
た
。
当
日
は
３７
名

が
参
加
し
、
地
区
内
の
開
拓

記
念
碑
な
ど
を
巡
り
２
㎞
ほ

ど
歩
い
た
。
実
際
に
歩
い
た

コ
ー
ス
に
沿
っ
て
、
同
地
の

歴
史
を
紹
介
す
る
。

①
源
悟
山
顕
正
寺
：
当

時
、
開
拓
の
人
々
の
心
の
よ

り
ど
こ
ろ
と
な
る
お
寺
が
必

要
だ
っ
た
。
そ
こ
で
、
開
拓

関
係
者
の
働
き
か
け
で
、
新

規
入
植
者
の
寄
宿
舎
が
あ
っ

こ
ん
り
ゅ
う

た
場
所
に
建
立
さ
れ
た
。
麻

溝
台
開
拓
農
協
初
代
組
合
長

で
あ
り
、
後
に
１０
期
４０
年
に

わ
た
っ
て
市
議
会
議
員
を
務

め
た
加
藤
長
治
氏
の
墓
と
、

同
氏
が
詠
ん
だ
歌
碑
が
あ
る

（
写
真
１
）
。

②
開
拓
記
念
碑
（
麻
溝
台

開
拓
広
場
）：
同
農
協
に
は
、

本
部
事
務
所
や
共
同
作
業
の

た
め
の
共
有
地
が
あ
っ
た
。

８０
年
に
、
共
有
地
を
「
開
拓

広
場
」
と
命
名
し
、
広
場
の

一
角
に
記
念
碑
を
建
立
。
農

協
の
解
散
と
と
も
に
共
有
地

は
自
治
会
に
寄
贈
さ
れ
、
現

在
も
夏
祭
り
な
ど
に
利
用
さ

れ
て
い
る
（
写
真
２
）
。

③
麻
溝
台
保
育
園
：
同
農

協
が
所
有
し
て
い
た
共
有
地

の
う
ち
、
約
６
０
０
坪
を
当

時
の
相
模
原
町
に
無
償
提
供

す
る
こ
と
で
保
育
園
が
開
園

し
た
。
立
派
な
保
育
園
で
、

全
国
で
二
番
目
に
で
き
た
公

立
保
育
園
だ
っ
た
。
改
修
等

も
行
わ
れ
、
現
在
も
地
域
の

子
ど
も
達
が
通
っ
て
い
る
。

④
「
陸
士
」
の
石
柱
：
開

拓
広
場
近
く
の
民
家
の
一
角

に
、
「
陸
士
（
※
旧
陸
軍
士

官
学
校
の
略
）
」
と
刻
ま
れ

た
標
柱
が
残
さ
れ
て
い
る
。

⑤
溝
上
開
拓
記
念
碑
：
か

つ
て
耕
作
地
を
軍
に
買
収
さ

れ
た
下
溝
村
の
人
々
が
再
度

入
植
し
、
や
が
て
「
溝
上
開

拓
農
協
」
を
設
立
。
本
村
が

近
く
に
あ
り
、
そ
こ
か
ら
通

い
で
開
墾
し
た
た
め
、
ほ
と

ん
ど
脱
落
者
を
出
さ
な
か
っ

た
。
９７
年
に
記
念
碑
を
建
立

（
写
真
３
）
。

⑥
麻
溝
小
学
校
麻
溝
台
分

校
跡
地
の
碑
：
学
校
が
遠

く
、
低
学
年
の
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
通
学
が
大
変
だ
っ

た
。
４８
年
、
小
学
校
の
新
設

を
県
と
町
に
申
し
入
れ
、
翌

年
に
分
校
が
新
設
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
他
校
新
設
の
際
の

統
合
で
廃
校
と
な
り
、
跡
地

に
は
「
こ
こ
に
麻
溝
台
分
校

あ
り
き
」
と
刻
ま
れ
た
碑
が

建
立
さ
れ
て
い
る
（
写
真

４
）
。

⑦
旧
麻
溝
村
開
墾
記
念

碑
：
戦
前
、
用
地
買
収
に
よ

っ
て
耕
作
不
能
に
陥
っ
た
村

の
人
々
が
、
別
の
地
区
で
開

墾
事
業
に
着
手
し
た
こ
と
を

記
念
し
、
４０
年
に
建
立
さ
れ

た
も
の
。

現
在
は
、
住
宅
地
に
養
鶏

場
が
点
在
す
る
珍
し
い
光
景

が
見
ら
れ
、
開
拓
農
家
も
営

農
し
て
い
る
。
一
帯
は
「
た

ま
ご
街
道
」と
し
て
有
名
で
、

県
外
か
ら
も
、
卵
な
ど
を
求

め
て
客
が
訪
れ
る
。

お
知
ら
せ

相
模
原
郷
土
懇
話
会
よ

り
、
開
拓
に
関
す
る
貴
重
な

２
つ
の
資
料
が
寄
贈
さ
れ
ま

し
た
の
で
、
紹
介
し
ま
す
。

「
麻
溝
台
地
区
の
生
い
立
ち
」

Ａ
５
、
２
３
０
頁

発
行
：
麻
溝
台
地
区
郷
土
史

編
纂
委
員
会

「
郷
土
相
模
原
第
２７
号
（
特

集

昭
和
の
開
拓
史
１
―
大

野
台
地
区
の
開
拓
―
）
」

Ａ
４
、
５８
頁

発
行
：
相
模
原
郷
土
懇
話
会

◆

お
な
り
み
る
く
工
房
牛
乳
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

お
な
り
み
る
く
工
房
牛
乳
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

千葉酪
農 協

写真１：加藤長治氏の歌碑と案内人の山田さん

新
鮮
で
美
味
し
い
牛
乳
を
ア
ピ
ー
ル

常連客で賑わう店内の様子。中心には旬のトマト、右奥の棚
には人気の牛乳がならぶ。手前は「おなりアイス」。牛乳もア
イスも大変美味である

出入り口で牛乳を手渡し。皆さんとても嬉しそうだ

現在の一押しの、小学生からのイラストとコラボ
した「千葉酪農３．６牛乳」

写真３：溝上開拓記念碑

写真２：広場の一角の立派な開拓記念碑

今
は
住
宅
並
ぶ
開
拓
地「
麻
溝
台
」

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
開
催

写真４：茂みの中に隠れ
ていた分校の碑
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２３年の夏は過去最高の暑さを更新し
た。今年も昨年同様に酷暑となること
が予想されているため、乳用牛への様
々な悪影響が心配される。
北里大学の鍋西久氏が４月１５日の

「ヒートストレスセミナー２０２４」で発表
した「乳用牛の繁殖・乳生産性に及ぼ
す暑熱の影響と対策～�異常な暑さ�
が通常になる時に備えて今やるべき暑
熱対策～」から、抑えておきたいポイ
ントを紹介する。

◆もはや１０月もほぼ夏
同氏が開発した通信機能付き温湿度
センサー端末「サーモニ」を使って、
２１年６月～２３年１２月にかけて北海道か
ら九州の約４０棟の牛舎内の温湿度・
THI（不快指数）を測定した。その結
果、ほとんどの牛舎で１０月に入っても、
暑熱ストレスの指標を超えていた。こ
のため、もはや１０月も夏だと考えて対
策を行う必要がある。
◆「キャリーオーバーエフェクト」
に要注意
特に暑かった２３年の夏を例年と
比べると、夏以降も繁殖の回復が
見られず、「キャリーオーバーエフ
ェクト（起きた出来事が後々に引
きずること）」の影響が明らかと
なった。

また、キャリーオーバーエフェク
トは牛の世代間でも確認された。未
経産牛の妊娠後期の管理が十分でな
いと、子宮内の暑熱ストレスが子牛、
孫牛へと世代を超えて悪影響を及ぼ
すことが紹介された。
牛の体温は朝８時頃と比べて昼間
にかけて１％近く上昇するが、夕方
に気温が下がってからも、暑い時の
影響が長く牛体には残る。暑熱スト
レスはTHI が６７．２になると既に発生
しているため、不快指数計の「ヒート
ストレスメーター」や畜舎環境をモニ
タリングする「サーモニ」、家畜の暑
熱ストレスを予報する気象予測サービ
ス「ちくさん天気」などで、牛が暑熱
ストレスを感じていないかを見逃さな
いようチェックしたい。
◆牛体に散水と送風を

ひ た

最後に、ソーカー（浸す）システム
ぬ

による散水で牛体を濡らし、送風する
ことで気化熱により牛体温が低下する
効果が強調された（図）。

人間もプールに入ってから風を浴び
ると涼しく感じる。暑熱対策として、
牛もそうした環境に置くことが重要と
なる。
給餌レーン上のソーカーシステム

（写真）が紹介されたほか、塩ビ管と
ノズルとタイマーがあれば約１０万円で
自作できる簡易ソーカーシステムも紹
介。散水量および散水間隔については
農場にあわせ調整を行う必要があり、
あわせて送風を実施する事により体温
を下げる重要性についてセミナー内で
強調した。

サボテンは、オクラに似た食感
の植物で、食用など様々な用途の
可能性を秘めている。
サボテンの町である愛知県春日
井市に近い中部大学では、乳用牛
を始めとした家畜用飼料としての
利用の可能性を模索中だ。海外で
は既に牛に給与されており、国内
での利用に向けて、今後の動向に
注目が集まっている。
～放っておいてもとにかく増え
る～
サボテンの強みは、旺盛な増殖
力だ。日本でも高知県の室戸岬に
雑草としてサボテンが繁茂してお
り、広島県の雑草のサボテンは、
そのトゲがイノシシなどの野生鳥
獣避けとして役立っている。
サボテンは、放っておくと落下
した葉っぱからどんどん際限無く
増える。また、同大学で試験栽培
を続けている「ウチワサボテン」は、
乾燥にも高温にも雨にも強いが寒さに
は弱いため、マイナス５℃より気温が
低い時は、ラップを巻いて暖めると育
つ。
～飼料化への可能性～
水耕栽培で育てることも可能。４～

１０月の冬以外の期間であれば収穫が可
能である。収量は４０～６０ｔ／ha程度が
一般的で、密植すると１００ｔ／ha 以上
が見込める。窒素を与えるとより旺盛
に育つが、特段肥料や手入れの必要は
ない。
ウチワサボテンの例でみると、１枚

の葉っぱが１０００～１５００円程度で国内で
も販売されており、一度買って植えれ

は

ばどんどん増やすことが可能で、生え
か か

始めれば特段病気にも罹らない。カル
シウムが多く、トウモロコシの８０％程
度のTDNがある。
～飼料化への課題～
現状、収穫用機械が開発されていな
いため、手作業で収穫しなければなら
ない。また、水分含量が８８～９５％と非
常に高い。ホルスタイン種の嗜好性は
高いものの、混合飼料の３割程度まで
混ぜるのが現実的だという。割合を高
め過ぎると、食べてはくれるが軟便に

なるのが難点。
また、雑草として室戸岬に
生えている品種はトゲが多い
ため、粉末にしなければ飼料
としての利用は難しい。ウチ
ワサボテンにもトゲがあるた

あ ぶ

め、バーナーで炙りトゲを取
る必要がある。葉が若いうち
はナメクジやカイガラムシが
来るが、水圧で吹き飛ばすと
追い払える。
まだ始まったばかりの取り組みだ

が、低コストで生産できる代替飼料と
して、今後に期待したい。

北海道札幌市で７月２日、チ
ーズ工房等を対象として（公財）
日本乳業技術協会による国産チ
ーズスターター（Ｊチーズスタ
ーター）普及のためのワークシ
ョップが開かれた。酒粕などか
ら選抜された北海道生まれの
「どさんこ乳酸菌」３種と、漬
物から選抜された「とちぎ乳酸
菌」の計４種が紹介された。
４種は、チーズの熟成を早めたり旨
味を強める役割を担う「補助スタータ
ー」だ。チーズを作るのに不可欠な、
生乳の乳糖を分解して、チーズになる
よう固めて組織を作る働きをする「メ
インスターター」を助ける役割を果た
す。
「スターター」とは、チーズを作る
時に使う微生物のことで、乳酸菌とカ
ビがある。現在は商業ベースでは１００％
輸入品が使われているが、国産チーズ
スターターを普及し、安定した原料調

達が可能な高付加価値チーズの生産を
目指す。
当日のワークショップではチーズス
ターター普及事業の内容説明や、国産
スターターで試作したチーズの試食な
どが行われた。同協会では、来年度も
この事業の実施を予定している。国産
のメインスターターも選抜を完了し、
実用化に向けた検討が進められている
ことから、補助スターターと併せて、
純国産スターターで作ったチーズの登
場が待ち望まれる。

牛の体に散水と送風を
ヒートストレスセミナーから

図・写真ともに北里大学 鍋西久氏の発表資料から

サボテンに飼料化の可能性 国産チーズスターター登場
ワークショップ開催放っておいても旺盛に増殖

試食が行われたＪチーズスタータを使って作
られたチーズ。東京・北海道両会場ともにワ
ークショップで大好評だった

写真提供：（公財）日本乳業技術協会

室戸岬の雑草のサボテン

海外の、サボテン飼料を食べる牛たち

写真は全て中部大学の資料から
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農水省が６月に公表した「２４年度冬
春野菜等の需給ガイドライン」による
と、多くの品目で２３年産実績より需要
量が減少すると見込まれている。
同ガイドラインは、野菜価格安定制
度における登録生産者や登録出荷団体
が、冬春野菜等の供給計画を作成する
際の目安として、次期作の需要量、供
給量、作付面積に関して策定している

もの。今回、２４年１０月から２６年３月ま
でに出荷される冬春野菜等２１品目につ
いて推計した。
●需要量●
過去１０年間の１人当たり需要量（純
食料ベース＝野菜の芯などの通常食さ
ない部分を除いた量）の推移から、１
人当たり需要量を推計し、これに当該
年次の推計人口を掛け算することで、

表の程度と見込んだ。
２３年実績より増加が見込まれるのは
９品目で、冬春ピーマンが５．７％増、春
キャベツが２．２％増、冬春キュウリが
１．９％増などとなっている。減少が見込
まれるのは１２品目で、冬ニンジンが
４．１％減、バレイショが３．３％減、タマ
ネギ（北海道産）が２．８％減などとなっ
ている。
●国内産供給量●
国内産供給量は、供給量（輸入量含
む）を基に、輸入動向を勘案して推計。
２３年実績より増加が見込まれるのは９
品目で、春ネギが４．５％増、バレイショ
が４．２％増、冬春キュウリが１．９％増な

どとなっている。減少が見込まれるの
は１２品目で、冬ニンジンが４．７％減、タ
マネギ（北海道産）が３．７％減、タマネ
ギ（都府県産）と春夏ニンジンが２．１％
減などとなっている。
●作付面積●
作付面積は、国内産供給量を過去１０
年の単収の推移から推計した単収で割
り算することで算出。全国の作付面積
の指標となる。
２３年実績に比べ７品目での減少を見
込み、タマネギ（北海道産）が１４．１％
減、タマネギ（都府県産）が１％減、
秋冬ハクサイが０．８％減などとなって
いる。

毎年、台風・大雨による被害が発生
している。農作物等に大きな被害を与
えるため、暴風雨などが来る前の対策
が重要である。
〈共通事項〉
最新の気象情報を常に確認し、ほ場
の見回りや作業は天候が悪化する前に
行う。ほ場の冠水や浸水を防ぐため、
排水溝を掘り直し、水路の清掃、溝切
り対策、明きょなどの点検・補修を行
い確実に排水させる。また、農業保険
への加入も検討する。
ハウスでは、周辺の飛ばされそうな
ものを片付け、燃料タンク・ガスボン
ベなどはしっかりと固定する。ハウス

た に ど い た て ど い

の谷樋や縦樋、排水溝などのゴミを取
り除く。台風通過後は、換気を行い、
ハウス内の適切な温湿度管理を行う。
〈野菜〉
防風垣、防風網の整備やべたがけ資
材（寒冷紗など）を利用し、風害対策
に努める。傾斜地の畑では、排水路の
設置などで畑地崩壊や土壌侵食の防止
を図る。
冠水や浸水があった場合は、排水後
に土寄せ、液肥の葉面散布などを行い

病害の発生を防止する。また、葉色な
どを観察しながら適宜追肥を行い、肥
料の流亡による草勢低下を防ぎ、生育
を回復させる。生育初期に被害を受け
た場合には、予備苗による植え替えや
再播種を行い、被害の軽減を図る。
軟腐病などの病害予防のため、殺菌
剤を散布する。罹病株が確認された場
合、被害の拡大防止のため、直ちに抜
き取り、ほ場外に廃棄する。強風によ
って倒伏した場合は、株を起こす。
〈果樹〉
多目的防災網や防風ネットの緩んで
いるワイヤーやヒモは張り直し、飛ば
されないように補強するとともに、破
れている部分は補修する。トレリス（果
樹の支柱棚）は、隅柱と中柱の横ぶれ
や架線の張りなどを点検し、必要に応
じて締め直す。傾斜地の園地では、排
水路の設置、草生、敷きワラや敷草で
園地の崩壊や土壌の流亡などを防止す
る。
苗木やわい化栽培リンゴは根域が浅
く倒伏しやすいため、支柱や添え木を
補強・固定して樹体損傷や落果を防止
する。モモなどの立木性果樹では、主

枝や亜主枝等の太枝が折損しないよう
に支柱で固定する。ナシなどの棚栽培
では、風による棚面の動揺を防ぐため、
棚の「あおり止め」などの点検を行い、
枝梢を棚に誘引・結束しておく。ブド
ウなどの雨除け施設は、ビニールが飛
ばされないように補強するか、場合に
よっては除去する。
台風のあとは、カンキツかいよう病、
黒星病、モモせん孔細菌病などの発生
・感染拡大のおそれがある。防除基準

に基づき、薬剤散布を行い、適切に防
除する。すでに罹患している枝や葉が
あれば園外に処分する。
倒伏や傾いた樹は、できるだけ早く
起こして盛土と支柱で固定する。枝が
裂けた場合は傷口を合わせ結束し、折
れた場合は切り戻す。いずれの場合も
ゆ ご う

癒合剤（殺菌などのために枝や幹の切
り口に塗る薬剤）を塗布する。落葉が
激しい場合は、幹や太枝に石灰乳など

し ろ ぬ り

の白塗剤を塗布し日焼けを防止する。

農水省は６月２１日、「みどりの食
料システム戦略」技術カタログVer.
４．０を公表した。
同省は、みどりの食料システム戦
略の実現に貢献する技術を取りまと
め、これまで「技術カタログ」とし
て公表している。
同カタログは、２１年から毎年公表
されており、今回が４回目の公表と
なる。今回は、これまで掲載されて
きた農研機構や公設試験研究機関の
技術に加え、大学や民間企業の技術
も含めた４８件の「現在普及可能な技
術」と６４件の「みどり認定を受けた
基盤確立事業」を追加収録。合計４０９

件の技術が掲載されている。
技術ごとに、概要、みどりの食料シ
ステム戦略における貢献分野（温室効
果ガス削減、化学農薬・肥料削減等）、
技術導入の効果、導入の留意点、価格
帯・普及状況、技術の問い合わせ先な
どが併載されている。
同カタログは、「みどりカタログ」
と検索するか、以下のＱＲコードから
同省ホームページにアクセスすること
で、閲覧することが出来る。

2024年度需給ガイドライン表 (㌧、ha、％)

種別
需要量(純食料) 国内産供給量 作付面積

種別
需要量(純食料) 国内産供給量 作付面積

23年実績 23年比 23年実績 23年比 23年実績 23年比 23年実績 23年比 23年実績 23年比 23年実績 23年比

冬キャベツ 420,400 423,058 99.4 592,400 598,500 99.0 14,900 15,000 99.3 冬ニンジン 291,000 303,337 95.9 234,000 245,500 95.3 7,420 7,430 99.9

春キャベツ 256,400 250,965 102.2 357,500 353,900 101.0 8,750 8,770 99.8 春夏ニンジン 227,100 224,845 101.0 155,400 158,800 97.9 3,930 3,930 100.0

冬春キュウリ 267,800 262,816 101.9 277,200 272,000 101.9 2,490 2,490 100.0 春ネギ 60,600 59,854 101.2 78,300 74,900 104.5 3,330 3,330 100.0

秋冬ダイコン 674,300 670,592 100.6 788,100 784,400 100.5 18,800 18,800 100.0 夏ネギ 67,800 69,068 98.2 86,700 86,600 100.1 4,720 4,720 100.0

春ダイコン 167,000 168,247 99.3 192,400 194,100 99.1 4,070 4,070 100.0 秋冬ハクサイ 461,900 466,218 99.1 577,800 586,500 98.5 11,700 11,800 99.2

タマネギ 1,281,900 1,302,627 98.4 1,134,300 1,171,000 96.9 23,200 25,400 91.3 春ハクサイ 93,700 93,444 100.3 117,000 116,800 100.2 1,800 1,790 100.6

うち北海道産 749,400 771,381 97.2 721,700 749,500 96.3 12,800 14,900 85.9 バレイショ 1,809,400 1,870,845 96.7 1,172,200 1,125,080 104.2 71,500 71,400 100.1

うち都府県産 532,500 531,246 100.2 412,600 421,500 97.9 10,400 10,500 99.0 冬春ピーマン 70,700 66,912 105.7 73,700 72，900 101.1 700 700 100.0

冬春トマト 315,200 316,276 99.7 373,900 376,500 99.3 3,650 3,650 100.0 ホウレンソウ 223,500 227,468 98.3 207,300 209,800 98.8 18,900 18,900 100.0

うち大玉トマト 230,100 231,095 99.6 272,800 275,100 99.2 2,490 2,490 100.0 冬レタス 147,400 147,807 99.7 176,700 177,700 99.4 7,370 7,380 99.9

うちミニトマト 85,100 85,181 99.9 101,100 101,400 99.7 1,160 1,160 100.0 春レタス 85,900 85,464 100.5 105,300 104,800 100.5 3,720 3,720 100.0

冬春ナス 99,800 100,017 99.8 114,700 114,900 99.8 1,030 1,030 100.0 (農水省の資料を基に作成)

多品目で需要量減少見込み
２４年度冬春野菜等の需給ガイドライン２４年度冬春野菜等の需給ガイドライン

対策資材を用いて強風への備えを
野菜・果樹の台風対策

民間企業、大学の研究成果も追加
みどりカタログVer.４．０

スマートフォン
をお持ちの方は
こちらから

⬅
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農水省は７月９日、畜産統計（２４年
２月１日現在）を公表した。調査結果
によると、肉用牛・乳用牛ともに、前
年に比べて、飼養頭数、飼養戸数どち
らも減少している。
《肉用牛》
全国の飼養戸数は３万６５００戸で、前
年に比べ２１００戸（５．４％）減少した（表
１）。飼養頭数は２６７万２０００頭で、１万
５０００頭（０．６％）減少した。１戸当たり
飼養頭数は３．６頭（５．２％）増え、７３．２頭
となった。
飼養頭数の内訳をみると、肉用種は

１８９万７０００頭で１万５０００頭（０．８％）増加
し、乳用種は７７万４９００頭で２万９５００頭

（３．７％）減少した。肉用種のうち、子
取り用めす牛は６４万４００頭で４８００頭
（０．７％）減少した。乳用種のうちホル
スタイン種他は２０万７７００頭で２万７１００
頭（１１．５％）減り、交雑種は５６万７２００頭
で２４００頭（０．４％）減少した。
総飼養頭数規模別にみると、飼養戸
数は「１００～１９９頭」及び「２００～４９９頭」
の階層で増加したが、これら以外の階
層で減少。飼養頭数は、「１００～１９９頭」
及び「２００～４９９頭」の階層で増加した
が、他の階層では減少した。規模別の
構成比は、「５００頭以上」の階層が飼養
戸数では２．１％、飼養頭数では４３．９％と
なっている。

地域別にみると、飼養戸数はすべて
の地域で減少した。一方、飼養頭数は
北陸と九州で増加したが、他地域では
減少した。なお、地域別の割合は、九
州が飼養戸数では４３．８％、飼養頭数で
は３６．６％となっている。
肉用牛の飼養頭数が減少した理由

は、①高齢化による離農や飼料などの
コスト上昇②性選別精液の利用増加に
よる乳雄の減少と夏場の出生頭数が減
少したこと―などが理由として考えら
れる。
《乳用牛》
全国の飼養戸数は１万１９００戸で、前
年に比べ７００戸（５．６％）減少した（表
２）。飼養頭数は１３１万３０００頭で、４万
３０００頭（３．２％）減少した。１戸当たり
飼養頭数は２．７頭増え、１１０．３頭となっ
た。
飼養頭数の内訳をみると、経産牛は

８２万６２００頭で１万４００頭（１．２％）減少、
未経産牛は４８万６４００頭で３万２７００頭
（６．３％）減少した。
これは、酪農経営改善緊急支援事業
（乳牛リタイア事業）などの、生乳生
産抑制策の影響が表れてきたものと考
えられる。
成畜（満２歳以上の牛）飼養頭数規
模別にみると、飼養戸数及び飼養頭数
は、いずれも１００頭以上の階層で増加し
たが、それ以外の階層では減少した。
規模別の構成比は「２００頭以上」の階層
が飼養戸数では５．８％、飼養頭数では
３１．４％を占めている。
地域別にみると、飼養戸数は沖縄で
増加したが、それ以外の地域では減少
した。飼養頭数は全地域で減少した。
なお、地域別の割合は、北海道が飼養
戸数では４３．４％、飼養頭数では６２．６％
を占めている。

近年、台風や局地的な豪雨により、
冠水や道路の寸断、畜舎損傷といった
被害が多発している。今後、台風シー
ズンを迎えるため、予め対策を確認し
備えておく必要がある。
【日常的対策】
日頃から畜舎全体や基礎部分などを
点検し、破損やひび割れ等がないか確
認し、必要に応じて補修する。畜舎出
入り口の傷みや戸車のガタつきがない
か確認する。過去に被害に遭った時の
修理が完全に行われているかを確認す
るとともに、必要であれば畜舎全体を
補強する。
県や市町村が公表している防災ハザ
ードマップを確認し、どのような災害
に遭う可能性があるのか予め把握して
おく。低地や川沿いでは浸水や道路崩
壊、山間部では倒木やがけ崩れによる
ライフライン遮断の可能性が高くなる

ため、非常用電源の確保や貯水タンク
の設置などを検討する。
家畜を避難させる必要が生じた場合
に備え、家畜の避難先や避難経路・方
法を予め検討する。また、被災時の緊
急連絡先（農協、近隣農家、市町村、
家保など）を改めて確認する。
【予防対策】
台風の進路予報などを常に確認し、
早めの対策を心掛ける。強風による畜
舎破損のおそれがある場合には、出入
り口、窓、カーテンなどの開口部を補
強する。大雨による雨漏りや浸水に備

あ ま ど い

え、雨樋や排水溝を清掃するなど、排
水対策を行う。畜舎が浸水しそうな場
合は、事前に家畜や飼料を移動させ、
被害を最小限にするよう努める。
停電の恐れがある場合は、発電機の
準備も検討する。農場で必要な電力量
（全体、個々の機器の能力）を把握し、

発電機に接続する機器の優先順位を決
めておく。停電時には、換気扇などを
用いた暑熱対策は難しくなるため、畜
舎内の風通しや緑のカーテンなど、電
力に頼らない暑熱対策も行う。
断水に備え、貯水タンクの設置や汲
み上げポンプを準備する。飼料と飲用
水は、出来るだけ多くの量を在庫とし
て確保したい。
【事後対策】
天候回復後、畜舎や施設等に破損・
汚染がないか確認し、疾病などの発生
防止のため補修・洗浄・消毒を行う。

その際、家畜の被害や破損箇所がある
場合は写真などで記録しておく。
泥や雨水が入った踏み込み消毒槽は
効果が低減するため、消毒液の交換を
速やかに行う。停電復旧後、機械への
通電を再開する際は、漏電やショート
に注意し作業する。
飼料が冠水・浸水などの被害を受け
た場合には、当該飼料の給与は中止す
る。道路の寸断などで車両による飼料
の搬入が困難な状況が長期化しそうな
場合には、家畜の生命維持を優先する
ため、飼養管理方法を変更する。

農畜産業振興機構は７月１０日、肉用
牛肥育経営安定交付金（牛マルキン）
の交付金単価（２４年５月分、概算払）
を公表した。
乳用種で標準的販売価格が標準的生
産費を下回ったため、交付が行われる。

肉専用種は３８都道府県で発動した。な
お、交雑種は昨年１２月分から６ヵ月連
続で発動していない。
交付金単価（１頭当たり）は、乳用
種が２万８３１４．２円（４月は１万２１７８．１
円、概算払）となっている。
前月分と比べると、乳用種は素畜費
が２万円以上増加するなど、生産費が
増加したため、交付金は増額となった。

（一社）日本家畜人工授精士協会
は、２４年第１四半期（１～３月期）
の「乳用牛への黒毛和種交配状況に
ついて（速報）」を公表した（下表）。
それによると、黒毛和種の交配割

合は、全国平均で３８．６％と、前期（２３
年１０～１２月期）の３９．９％から減少した。
なお、性選別精液（乳用雌）の利用
割合（全国平均）は２２．９％と、前期よ
り１．８％、前年同期より２．２％増加した。

地域 延べ人工
授精頭数

黒毛和種
授精頭数

黒毛和種の
割合（％）

黒毛和種交配割合
前期比（％）

黒毛和種交配割合
前年同期比（％）

北海道 ２１８，２４４ ５８，１９９ ２６．７ ▲０．９ ▲３．９
東北 ７，９３２ ３，１９４ ４０．３ ０．６ ▲３．７
関東 １６，０３５ ８，５２３ ５３．２ ▲１．７ ▲５．６
東海 ５，３８６ ３，４６３ ６４．３ ▲４．３ ▲３．７
北陸 ９５９ ５１６ ５３．８ ▲４．６ ▲５．７
近畿 ３，６５１ ２，４１１ ６６．０ ▲１．２ ▲２．４
中四国 ４，０２８ ３，０８７ ７６．６ １．６ ６．６
九州 ５，２５９ ３，４５８ ６５．８ ▲１．４ ▲３．６
都府県 ４３，２５０ ２４，６５２ ５３．８ ▲１．８ ▲５．０
全国 ２６１，４９４ ８２，８５１ ３８．６ ▲１．３ ▲４．４

（一社）日本家畜人工授精師協会の資料から作成

表１ 肉用牛の飼養戸数・頭数（全国）

区分 飼養戸数
飼 養 頭 数

１戸当たり
飼 養 頭 数計 肉用種

乳用種
子取り用めす牛肥育用牛 小計 ホルスタイン種他 交雑種

戸 千頭 千頭 千頭 千頭 千頭 千頭 千頭 頭
実 数

２３年 ３８，６００ ２，６８７．０ １，８８２．０ ６４５．２ ８３０．５ ８０４．４ ２３４．８ ５６９．６ ６９．６
２４ ３６，５００ ２，６７２．０ １，８９７．０ ６４０．４ ８４１．６ ７７４．９ ２０７．７ ５６７．２ ７３．２

対前年比（％）
２４／２３ ９４．６ ９９．４ １００．８ ９９．３ １０１．３ ９６．３ ８８．５ ９９．６ １０５．２

注 : 数値については、表示単位未満を四捨五入したため、合計値と内訳の計が一致しない場合がある。

表２ 乳用牛の飼養戸数・頭数（全国）

区分 飼養戸数
飼 養 頭 数

１戸当たり
飼 養 頭 数計

経産牛
未経産牛

小計 搾乳牛 乾乳牛
戸 千頭 千頭 千頭 千頭 千頭 頭

実 数
２３年 １２，６００ １，３５６．０ ８３６．６ ７１４．５ １２２．１ ５１９．１ １０７．６
２４ １１，９００ １，３１３．０ ８２６．２ ７０４．８ １２１．４ ４８６．４ １１０．３

対前年比（％）
２４／２３ ９４．４ ９６．８ ９８．８ ９８．６ ９９．４ ９３．７ １０２．５

２４年畜産統計
肉用牛、乳用牛ともに頭数大幅減
乳用未経産牛３万２７００頭減と激減乳用未経産牛３万２７００頭減と激減

日頃からの手入れと早めの対策を
畜産の台風・大雨対策

乳用牛への黒毛和種交配３８．６％に減少
性選別利用割合は増加

乳用種で発動継続
牛マルキン５月分



開 拓 情 報2024年（令和6年）7月15日 第795号 （8）（毎月１回１５日発行）

牛枝肉牛枝肉

豚枝肉豚枝肉

素牛素牛
スモールスモール

「第８回日本の食品輸出EXPO」と
「第４回国際食品・飲料商談 Week」
が、６月１９～２１日の３日間、東京ビッ
グサイトで開催された。
輸出事業者のみならず幅広い購買層
向けの展示会として、農畜産物や加工
食品、水産物、飲料など９００社以上が出
展し、３日間で約１万９０００人が来場し
た。
北海道チクレン農協連と㈱北海道チ
クレンミートも出展し、乳去勢牛「キ
タウシリ」とチクレンミート食肉加工
品を、世界に向けアピールした。
北海道チクレンらは今年で５回目の

出展となり、「キタウシリ」のリブロー
ス・ヒレ・バラを試食用に約３０㎏用意
し、来場したバイヤーなどに振舞った。
また、チクレンミートのナショナル
ブランド品である無塩せきコンビー
フ、牛丼の具、牛スジカレー、ハンバ
ーグなど加工品も売り込んだ。
この催しは、多くの出展企業の中か
ら、気になる商品があればその場で商
談でき、事前に出展社とアポイントが
とれるマッチングサービスもある。
国内外に向け、おいしい赤身牛肉「キ
タウシリ」を強力にアピールし、販路
を拡大していく。

Ｆ₁相場は落ち
着き、乳去勢も
もちあいか

今年も猛暑となっているが、焼肉需
要の動きは鈍いようだ。輸入物の高騰
もあり、乳去勢は強もちあいが続いて
いるが、その他は停滞しているよう。
７月中頃には梅雨も明け、夏休み商
戦で盛り上がることに期待する。
【乳去勢】６月の東京食肉市場の乳
牛去勢Ｂ２の税込み枝肉平均単価（速
報値）は、１０１４円（前年同月比１１１％）
となり、前月より２３円上がった。
７月になっても、代替え需要は続き、
Ｂ２で１０００円前後の動きを維持してい
る。
【Ｆ₁去勢】６月の東京食肉市場の交
雑種去勢の税込み枝肉平均単価は、Ｂ
３が１５１１円（同１０４％）、Ｂ２が１３４５円
（同１０７％）だった。前月に比べ、Ｂ３

が７０円、Ｂ２が７５円それぞれ下がった。
７月になり、和牛の代替え需要も一
段落し、Ｂ３で１５００円前後での相場と
なっている。
【和去勢】６月の東京食肉市場の和
牛去勢の税込み枝肉平均単価はＡ４が
１９８７円（同９１％）、Ａ３が１８３０円（同
９４％）だった。前月に比べ、Ａ４が１３５
円下がり、Ａ３も１３１円下がった。
７月に入っても、Ａ４で２０００円を割
っての推移となっている。
猛暑がほぼ確実な今年の夏、牛肉の
パワーに消費が向くことに期待。
【輸入量】農畜産業振興機構は７月
の輸入量を総量で４万２６００ｔ（同
１１０％）と予測。内訳は、冷蔵品１万７３００
ｔ（同８９％）、冷凍品が２万５３００ｔ（同
１３１％）。冷蔵品は現地価格の高騰が続
き、米国産輸入量の減少が見込まれる。
【出荷頭数】７月の出荷頭数は、和

牛４万９０００頭（同１０７％）、交雑種２万
２７００頭（同９９％）、乳用種２万６４００頭
（同１０３％）と、交雑種以外の品種が前
年を上回る出荷頭数となる見込み。
向こう１ヵ月の東京市場の税込み枝
肉平均単価は、乳去勢Ｂ２が９５０～１０５０
円、Ｆ₁去勢Ｂ４が１６００～１７００円、同Ｂ
３が１４５０～１５５０円、同Ｂ２が１２５０～
１３５０円、和牛去勢Ａ４が１９００～２０００円、
同Ａ３が１７５０～１８５０円での推移か。

過去最高値で、
９００円を超える
相場に

本紙３面にあるように、６月の東京
食肉市場の豚枝肉税込み平均単価は、
上物が７５３円（前年同月比１０８％）、中
物は７３０円（同１０７％）と、これまでに
無い高値となっている。前月に比べ上
物が３９円、中物が３１円それぞれ上昇し
た。
７月に入り、中旬には上物が９００円を
超える動きとなっている。輸入物の高
騰もあり、国産への引き合いは強いが、

これ以上の高値は消
費者の負担が大きい
ので、今後の動きが
注目される。
農水省の肉豚生産
出荷予測によると、
７月は１２９万頭（前年
同月比１０４％）で、や
や増加となっている
が、今年も猛暑とな
り、出荷頭数は伸び
ない可能性がある。
農畜産業振興機構
の需給予測による

と、７月の輸入量は総量で８万３０００ｔ
（同１１１％）と、前年より増加する見込
み。内訳は、冷蔵品３万９００ｔ（同
１０２％）、冷凍品５万２１００ｔ（同１１７％）。
前年の輸入量が少なかったことから、
前年同月を上回っているが、米国産等
の高値は続いている。
向こう１ヵ月の東京食肉市場税込み
平均枝肉単価は、上物が８００～９００円、
中物も８００～９００円で推移か。

乳雄・Ｆ₁共にス
モール価格の高
値が続くか

【スモール】６月の全国２４市場の１
頭当たり税込み平均価格（農畜産業振
興機構調べ、月末の取引結果を除く暫
定値）は、乳雄が１２万８８３６円（前年同
月比１６９％）、Ｆ₁（雄雌含む）は２１万８８５９
円（同１０８％）の急騰となった。前月に
比べ、乳雄は４万３５３円、Ｆ₁も２万９０３４
円の上昇となった。
乳雄・Ｆ₁ともに昨夏の猛暑で出生頭
数が落ち込んだ影響が大きく、予想以
上の急騰となっている。しばらくは下
がる様子はないが、Ｆ₁は枝肉相場の動
きが落ち着いてきているので、弱もち
あいとなりそう。
【乳素牛】６月の乳素牛の全国１頭

当たり税込み平均価格（左表、月末の
取引結果を除く暫定値）は、乳去勢が
１８万３５１円（同９６％）、Ｆ₁去勢は３２万
５９９３円（同９７％）だった。前月に比べ
乳去勢は４３５円、Ｆ₁去勢は２万４７０８円、
ともに下落した。
乳去勢は頭数減で、スモール相場が
上昇しているので、今後は上昇する可
能性がある。
Ｆ₁去勢も頭数減や、スモール相場高
騰で、上昇していくか。
【和子牛】６月の和子牛去勢の全国
１頭当たり税込み平均価格（同）は、
５８万２２０９円（同９４％）で、前月より１万
４５１７円下落した。
和牛の枝肉相場は軟調が続き、子牛
価格も動きは強まらず、弱もちあいの
展開が予想される。

６月の子牛取引状況 （頭、kg、円）

ブロック名 品種
頭数 重量 １頭当たり金額 単価／㎏

当月 前月 当月 前月 当月 前月 当月 前月

北 海 道
乳去 ４８０ ５３７ ３１５ ３１８ １８６，５３５ １７５，４８２ ５９２ ５５２
Ｆ₁去 ２，４０１ ２，２４８ ３４４ ３４６ ３２１，３１１ ３４７，９０８ ９３４ １，００６
和去 ２，６０５ ２，５４３ ３４１ ３４１ ６１９，５８１ ６４０，０１４ １，８１７ １，８７７

東 北
乳去 ２ ― ４３５ ― ５０，６００ ― １１６ ―
Ｆ₁去 ３ ３ ２８８ ２４８ １９３，９６７ １４０，４３３ ６７３ ５６６
和去 ２，８１３ ２，８１２ ３２７ ３２６ ５３７，０８５ ５８４，９６２ １，６４２ １，７９５

関 東
乳去 ２ ４３ ４１９ ３２５ １６７，７５０ ３０４，２６５ ４００ ９３５
Ｆ₁去 １８５ １６５ ３５６ ３６５ ３２８，００３ ３６３，４６６ ９２０ ９９５
和去 １，１２０ ７６８ ３３０ ３３７ ６１９，８１１ ６６３，７９４ １，８７８ １，９６９

北 陸
乳去 ― ― ― ― ― ― ― ―
Ｆ₁去 ― ― ― ― ― ― ― ―
和去 １７０ ― ３０５ ― ５３５，９１４ ― １，７５６ ―

東 海
乳去 ― １ ― ４１０ ― ７９，２００ ― １９３
Ｆ₁去 ６３ ６５ ３４２ ３２７ ３３６，７０５ ３４３，５７３ ９８５ １，０５０
和去 ２３２ ５００ ２７８ ２８６ ６１６，４５５ ６４７，０７９ ２，２１６ ２，２６１

近 畿
乳去 ― ― ― ― ― ― ― ―
Ｆ₁去 ― ― ― ― ― ― ― ―
和去 ３７０ ３４８ ２７８ ２６４ ９００，６１８ ９３０，１３２ ３，２３６ ３，５２３

中 四 国
乳去 ５４ ３３ ３２０ ３２８ １３４，３２２ １２５，４６７ ４１９ ３８２
Ｆ₁去 ２７４ ２５６ ３３７ ３４０ ３５４，５５７ ３７０，６１４ １，０５３ １，０９１
和去 ８８７ ７６１ ３１７ ３１９ ５３７，９９１ ５４２，８１６ １，６９６ １，７０２

九州・沖縄
乳去 ６ ４ ３０６ ２６７ １４７，４００ ４７，３００ ４８１ １７７
Ｆ₁去 ４０６ ４３９ ３３８ ３４１ ３３２，７６６ ３５１，０８３ ９８５ １，０３０
和去 ８，７６６ １０，１８８ ３０９ ３０６ ５７１，８０６ ５７４，２８０ １，８５１ １，８７６

全 国
乳去 ５４４ ６１８ ３１６ ３１９ １８０，３５１ １８０，７８６ ５７１ ５６７
Ｆ₁去 ３，３３２ ３，１７６ ３４３ ３４５ ３２５，９９３ ３５０，７０１ ９５０ １，０１７
和去 １６，９６３ １７，９２０ ３１８ ３１５ ５８２，２０９ ５９６，７２６ １，８３１ １，８９４

注：（独）農畜産業振興機構の公表データを基に本紙集計、当月は暫定値。
価格は消費税込み、重量・金額・単価は加重平均。－は上場がなかったことを示す。
関東ブロックは山梨県、長野県、静岡県を含む。

国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外へへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへ「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「キキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリ」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推ししししししししししししししししししししししししししし国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外へへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへ「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「キキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリ」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推ししししししししししししししししししししししししししし
北海道チクレン・㈱北海道チクレンミート

上：ヒレなどの焼肉とコンビーフの美味しい試食に商談もはずむ
左下：肉付きが良い、キタウシリのロース 右下：チクレンミート製造の絶品「牛丼の具」
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